
でも、目の前の自分の一時的な快さばかりに囚われてしまうと、地道な努力

の先に大きな達成や意義が得られるようなことを避けるなど、逆に、自らの

可能性や選択肢を狭めたりすることもあるよね。ウェルビーイングとは違う方

向に行ってしまう。良いバランスが大事だね。

happinessの語源はhappenなどと同じで、もともと偶然的な要素が
あったみたいだね。
一方、well-beingは、16世紀のイタリア語 benessere（ベネッセレ…
「幸せ」「福祉」などの意）が始源のようだ。
それぞれ、”良い”（well/bene）と、”～である”や”存在”（being/essere)
という本質的な意味のある言葉の組合せみたいなところも共通しているよう
に思えるなぁ。
ちなみに、日本語の「幸せ」は、”しあわす（為合す・・・する＋合わせる）”が
語源で、めぐり合わせという意味があったみたい。
日本人の幸せの受けとめ方らしさがある感じがするね。

参考：日経Well-being Initiative GDWウェブサイト、「日本語源大辞典」（小学館）等

参考：前野隆司・前野マドカ「ウェルビーイング」（日本経済新聞出版）
前野隆司「幸せのメカニズム 実践・幸福学入門」（講談社現代新書）

https://well-being.nikkei.com/

